














要約:小児心身症の予後・長期予後の研究の一環として、代表的な心身症とされている疾

患を選び、その予後に関する文献を検索して検討し、次の結果を得た。1)小児科領域の心

身症としても診療されている疾患であっても、心身医学的に診断され、治療された症例に

ついての予後調査報告はきわめて少なかった。2)幼小児期に発症し思春期に移行した疾患

の中に、幼小児期の親子のこころの問題がその難治化に関与していることを指摘した論文

がみられた。3)幼小児期に発症して成人期に移行した患者の中に発症前後の親子のこころ

の問題を心身医学的な治療によって解決し、寛解せしめた症例の報告もみられた。このよ

うに、小児心身症をそれとして診断し、心身医学的に治療することの重要性を示唆する報

告がみられた。


